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果糖制限のすすめ 

― 果糖はガンの悪性化を決定するかもしれない ー 
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※次世代北信がんプロ科目単位申請対象セミナーです。

果糖制限のすすめ 

-制限すべきは果糖！糖質にあらず-

1970年からの 30年間で、アメリカ人は巨大化した。 

この契機は、脂肪悪玉論である。脂肪を減らすために、異性化糖の使用を拡大した。 

アメリカ人の肥満化の原因の大半は果糖である可能性が高い。

異性化糖は果糖とブドウ糖の混合物である。果糖は脂肪肝や肥満を引き起こすばかりで

なく、ガンの悪性化も誘導する。本講演では果糖の生理的な役割を概観し、果糖制限の

必要性を述べる。
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